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㝔ෆがん登録のࢱ࣮ࢹ活用の୍౛ 
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ᒱ㜧大学་学部㝃属⑓㝔 がんセンター 

 

１㸬はじめに 

当㝔は㝔ෆがん登録を開ጞし 10 年が⤒過した。この蓄積した⭾大なデータはこれまで、

一般的なᲬグラフ等を用いて様々な集計を行ってきた。 

ᒱ㜧県は県境を௚県に囲まれた地ᇦ᯶でもあり、以前よりᝈ者が流ฟ入することは感覚

としてあったが㸪視覚的な資料を用いて提示することはできない課題があった。そこで今ᅇ

は、登録情報の㒑便␒号を用いて地図上にᝈ者ఫ所を表示する手法を学ࡧ、視覚的効果のあ

る資料を作成したので報࿌する。 

２㸬方法 

 ᒱ㜧大学工学部の教員を講ᖌとしてᣍへいし、無料で提供されているフリーのオープンソ

ース地理情報システム「QGIS」を用いた地図作〇の講義を、県ෆのがんデ⒪連携拠点⑓㝔の

がん登録者を対㇟に、2年間で 3度開ദした。なお基データには、当㝔の 2011年から 2015

年㝔ෆがん登録データの㒑便␒号を用いて実施した。 

３㸬結果 

 ձᒱ㜧県を中心に隣接県をⰍ分けし、高㏿道㊰と㕲道情報を追加したことで視覚的に理解

しやすい地図を作成することができた。ղ当㝔の所在地であるᒱ㜧ᕷと近隣ᕷ⏫からの受デ

が全体の多くを༨めていることが᫂らかに証᫂できた。一方で飛㦌་⒪ᅪなどの㐲方からの

受デも多くあることを表現することができた。ճ隣接しているឡ知県へ流ฟするᝈ者も多い

ものの当㝔への受デもあることが視覚的に把握することができた。 

㸲㸬考ᐹ 

 今ᅇは、あくまでも当㝔のみのデータ結果であり、県全体の≧ἣを示すものではないため、

県全体のデータから「QGIS」を用いて㸪ᝈ者の動向や部఩別の集計等に活用していく必要が

ある。今後もᘬき続き、ᝈ者さん等が視覚的に理解しやすい資料を作成していきたいと考え

ている。 
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